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番 号 図    面    名    称 枚　数

図　　　面　　　目　　　録
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1～6 6小又川橋梁　撤去一般図（1/6）～（6/6）

小又川橋梁　工事用搬入路計画図

3

1

小又川橋梁　施工ヤード計画図

小又川橋梁　既設構造物撤去図(1/3)～(3/3)

5小又川橋梁　撤去工詳細図（1/5）～（5/5）

7小又川橋梁　施工要領図（1/7）～（7/7）
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番 号 図    面    名    称 枚　数

6災1423号 河川災害復旧工事（設計）業務委託　図面目録

4
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11～14

15～16

2～3

1 1計画平面図

ブロック積擁壁詳細図（1）～（4）

2

4

計画横断面図（1）～（6）

排水工詳細図

2計画縦断図（右岸・左岸）

1標準横断面図

6

2

計 18

17～18 仮設計画図



小又川橋梁　撤去工一般図(1/6)

平 面 図
S=1:100

断 面 図
S=1:30

側 面 図
S=1:100

工 事 名

河 川 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

小又川

穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　撤去工一般図(1/6)

のと鉄道株式会社

S=図示

1 ／23  　　枚の内

令和 7 年度
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※掘削に伴い構造物等が確認された場合、監督員と協議の上で撤去の有無を決定すること。

破壊工法（打撃破壊）

破壊工法（打撃破壊）

※工事実施の床掘時にキャスポルにて地盤支持力の確認する必要がある。

　また、不足する際には土質試験実施のうえ、地盤改良や置換を検討すること。

破壊工法（油圧破壊）
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バックホウ（圧砕機）
バックホウ（ブレーカ）護床工、土留め壁

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作
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A2橋台 バックホウ（クレーン仕様機）
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小又川橋梁　撤去工一般図(2/6)

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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河 川 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

小又川

穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　撤去工一般図(2/6)

のと鉄道株式会社

S=1:50

2 ／   23 　　枚の内

令和 7 年度

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作
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小又川橋梁　撤去工一般図(3/6)

A1橋台

正 面 図

S=1:50

側 面 図

1 - 1 断面

背 面 図

2 - 2 断面

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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小又川橋梁　撤去工一般図(3/6)

のと鉄道株式会社

S=1:50

3 ／   23　　枚の内

令和 7 年度
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



小又川橋梁　撤去工一般図(4/6)

A2橋台

正 面 図

S=1:50

側 面 図

1 - 1 断面

背 面 図

2 - 2 断面

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　撤去工一般図(4/6)

のと鉄道株式会社

S=1:50
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



小又川橋梁　撤去工一般図(5/6)

P1橋脚
S=1:50

正 面 図

1 - 1 断面

側 面 図

2 - 2 断面

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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図　　名
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図面番号

小又川

穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　撤去工一般図(5/6)

のと鉄道株式会社

S=1:50

5 ／  　23　枚の内

令和 7 年度
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



小又川橋梁　撤去工一般図(6/6)

P2橋脚
S=1:50

【留意事項】

1）現橋の形状は既存資料と現地計測に基づく。
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穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　撤去工一般図(6/6)

のと鉄道株式会社

S=1:50

 6 ／  　23　枚の内

令和 7 年度
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令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作



























小又川橋梁　施工ヤード計画図

平 面 図 S=1/250

A-A断面 S=1/200

工 事 名

河 川 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

小又川

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作

穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　ヤード計画図

のと鉄道株式会社

S=図示

19 ／ 23 　　枚の内

令和 7 年度

B-B断面 S=1/100

※「災害手帳 令和7年 p.183」より仮設道路(運搬路)の幅員を4mとした。
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左岸側ヤード

右岸側ヤード

下

仕

仕

NO.1
220

NO.1
240

NO.1
260

BC.4

NO.
1280

SP.
4

EC
.4

NO
.1
30
0

NO
.1
30
0+
2.
60

NO
.1
32
0

I
P.
4

N
O.
45
2
.2

N
O.
42
0

N
O.
44
0
.2

O
M-
3

二
級
河
川
　
小
又
川

鉄
CL

2
.4
1

2
.7
8

1
.5
2

1
.9
6

1
.5
6

1
.7
6

BC.4

R=45

NO.1
260+

19.6
59

R=
∞

EC
.4

R=
45

NO
.1
28
0+
16
.7
07

小又川橋梁

Gr

Gr

As

As

仮
設

住
宅

和
田

 隆
志

大
西

泉
 孝

幸

倉
本

 啓
之

Gr

桁

桁

2
T
1

2T
3

2
T4

2
T2

Co
3.
73

5.
36

3.
32

4.
39

3.
25

3.
62

3.
11

3.
02

3.
14

3.
36

2.
92

4.
57

3.
13

4.
66

4.
63

2.
92

3.
02

3.
02

3.
26

3.
25

3.
93

8.
20

4.
52

-0
.0
7

-0
.1
2

-0
.7
8

-0
.0
4

-0
.1
9

-0
.0
6

-0
.2
5

-0
.1
3

1.
19

-0
.8
4

4.
86

4.
20

4.
89

1.
38

-0
.0
8-0
.1
3

-0
.1
4

4.
69

4.
82

5
.6
7

7.
14

7.
24

7.
78

7.
73

小
又
川

穴水方 蛸島方

NO.1
220

O
M-
3

Gr

As

和
田

 隆
志

大
西

泉
 孝

幸

倉
本

 啓
之

2T
3

5.
36

3.
32

4.
39

3.
36

3.
13

3.
25

4.
69

NO.1
220

O
M-
3

Gr

As

和
田

 隆
志

大
西

泉
 孝

幸

倉
本

 啓
之

2T
3

5.
36

3.
32

4.
39

3.
36

3.
13

3.
25

4.
69

工事用搬入路　L=37356

施工ヤード　L=18288

A

A

30
00

40
00

50
0

50
0

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=362.322m2

施
工
ヤ
ー
ド
　
L=
18
28
8

小
屋

施
工
ヤ
ー
ド

L=
45
72

施工ヤード

L=4
572

施
工
ヤ
ー
ド

L=
60
96

施
工
ヤ
ー
ド
　
L=
19
81
2

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=27.871m2

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=83.613m2

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=83.613m2

施工ヤードL=18288

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=222.967m2

6096×
2=121921524×

3=4572

15
24
×
3

=4
57
2

60
96
×
3=
18
28
8

1524×
3

=4572

敷き鉄板(22×1524×6096×1段)

A=55.742m2

60
96
×
4=
36
57
6

5051

▽5.36
▽4.63

▽2.92▽3.02▽3.32

盛土（真砂土）

A=14.935m2

敷鉄板

(22×1524×6096×1段)

工事用搬入路　L=37356 施工ヤード　L=18288

▽5.09

B
B

敷鉄板

(22×1524×6096×1段）

土木安定シート

1:
1

7
°

I=12%(7°)

▽5.09

▽3.25 ▽3.36

敷鉄板(22×1524×6096×1段）

1:
1 1:1

盛土（真砂土）

土木安定シート

500 5003000

4000

DL=0.00

As

1524×4=6096

施工ヤード

・敷鉄板

盛土

A=1.356m2



小又川橋梁　工事用搬入路計画図

平 面 図 S=1/250

工 事 名

河 川 名

箇　　所

図　　名

縮　　尺

図面番号

小又川

令和8年8月31日　　ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社　製作

穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　工事用搬入路計画図

のと鉄道株式会社

S=図示

20 ／ 23 　　枚の内

令和 7 年度

※「災害手帳 令和7年 p.183」より仮設道路(運搬路)の幅員を4mとした。
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小又川橋梁　既設構造物撤去図（1/3）
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小又川橋梁　既設構造物撤去図（2/3）
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小又川橋梁　既設構造物撤去図（2/3）
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小又川橋梁　既設構造物撤去図(3/3)

平 面 図 S=1/100
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穴水町大町ル～穴水町川島ホ 地内

小又川橋梁　既設構造物撤去図(3/3)

のと鉄道株式会社

S=図示

23 ／ 23 　　枚の内

令和 7 年度
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▽最深河床評価高　-0.845m
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敷鉄板仮締切工（大型土のう）

16000

7424 8576

A
A

B
B

C
C

500 3000 500

4000

500 3000 500

4000
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工事用道路盛土

①A-A断面　CAD計測より　A=18.9m2
②B-B断面　CAD計測より　A=10.9m2

（18.9+10.9）/2×8.576 = 127.8
10.9/2×7.424 = 40.5

127.8+40.5 = 168.3

V = 168.3 m2

坂路部土のう　N=43個
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工事用道路斜路部土のう展開図
S=1:100（A1）
S=1:200（A3）仮締切工・工事用道路断面図

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

大型土のう構造図
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令和 年度

工事名

箇　所

図　名

縮　尺

図面番号

石　　川　　県

 鳳珠郡穴水町字川島 地内

S=1:500（A1）S=1:1000（A3）

仮設計画図(右岸)

二級河川 小又川河川名
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仮設計画図
仮設計画平面図（1423右岸） S=1:250（A1）S=1:500（A3）

S=1:25（A1）
S=1:50（A3）

大型土のう 橋梁撤去工事で計上 スロープ部は橋梁撤去工事で計上

※赤文字は橋梁撤去設計に伴う修正箇所を示す。

スロープ

敷鉄板5×20　N=4枚

工事用道路　L=10.88m A=32.6m2



下

仕

仕
Gr

二級河川　小又川

Gr

G
r

町
道
　

西
川

島
街

路
3-

敷鉄板5×20　N=22枚
工事用道路　L=62.54m A=187.62 m2
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坂路部土のう　N=36個

A
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C

工事用道路盛土

①A-A断面　CAD計測より　A=7.9m2
②B-B断面　CAD計測より　A=7.8m2

（7.9+7.8）/2×8.000 = 62.8
7.8/2×12.000 = 46.8

62.8+46.8 = 109.6

V = 109.6 m3

1:0.51:0.5

1:0.4

1:1.5

▽最深河床評価高　-0.790m

1:0.6

▽締切時想定水位
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工事用道路斜路部土のう展開図
S=1:100（A1）
S=1:200（A3）仮締切工・工事用道路断面図

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

大型土のう構造図

1100
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80

令和 年度

工事名

箇　所

図　名

縮　尺

図面番号

石　　川　　県

 鳳珠郡穴水町字川島 地内

S=1:500（A1）S=1:1000（A3）

仮設計画図(左岸)

二級河川 小又川河川名
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仮設計画図
仮設計画平面図（1423左岸） S=1:250（A1）S=1:500（A3）

S=1:25（A1）
S=1:50（A3）

大型土のう2段積　N=87個

延長　L=28.0m

大型土のう 橋梁撤去工事で計上

スロープ部は橋梁撤去工事で計上

※赤文字は橋梁撤去設計に伴う修正箇所を示す。


